
19世 紀 フ ラ ンス 小 説 に見 る母 と息 子 た ち

「男 ら し さ 」 を め ぐ っ て

高 岡 尚 子

これまで,『 外国文学研究』第28与 に投稿 した論考 を皮切 りに,19世 紀

前半のフランスにおける 「男性性」および 「男性像」のあり方を,小 説作品

に描かれた人物たちを題材として読み解 く作業を続けてきた。近代国家の成

立期にあたり,大 きな社会的変革に心身をさらすことになった青年たちが,

新 しい社会が要求する 「理想の男性像」をいかにして感知 し,期 待に沿 うよ

う努めたか,あ るいはそうしなかったかを分析する中で,当 時の 「男らしさ」

規範 と同時に,そ こから脱落する青年たちのさまざまなあり方が浮き彫 りに

なった。1)

しか し,こ れまでの検討対象は,青 年たちに個別の経験に留まっており,

彼らに強い影響力を及ぼす親族関係(そ こには社会階層の問題 も含まれる)

にっいては,重 要視 しなが らも考察の主たる対象にすることはなかった。 し

たがって本稿では,青 年たちが父 ・母からどのような影響を受けることになっ

たのか。また,そ うした影響を被 った結果が彼 らの「男性性」にどのように作

用 したかを検討 してみたい。「父親」との関係にっいては,前 稿においてか

なりの紙幅を割いてきたことで もあり,今 回は特に彼 らと 「母親」 との関係

を主たる関心の対象とする。今回 も小説作品を題材にするが,こ れまで主 に

扱 ってきたジョルジュ ・サンドに加え,ス タンダールやバルザックなど男性

作家の作品にも注目してみたい。
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1.男 の子たちの育てられ方:父 の役割 ・母の役割

フロイ ト以来,子 どもたちの成長の過程には,両 親 との関係が心身両面に

おいて多大な影響を与えると考えられるようになり,そ れはもはや常識のよ

うになって現在に至 っている。本稿で問題に している19世 紀前半のフラン

ス社会はフロイ ト以前の時代であって,こ うした考えが前提として存在する

わけではない。だが,小 説作品に見出される親子関係は実に多様かっ複雑で

あり,そ こに生 じる心理的葛藤が,ド ラマの根幹を成 していることも少なく

はない。まずは論考の手がかりと一して,当 時の男の子たちにとって,一 般的

に,父 親および母親がどのような存在であったかを明らかにしておこう。

息子にとっての父親

「男/女 」という性の二分法を前提にしたジェンダーのあり方を想定すれ

ば,男 の子にとっての父親は,日 常的にごく近 くにいる同性 という意味でも,

社会的にその立場を継ぐべき者という意味でも,ロ ール ・モデルの役割を果

たすと言 ってよいだろう。しか し,こ れはあくまでも単純化された図式であっ

て,小 説作品をひもとけば,父 と息子との関係がいくっかの点において両義

的であることがたやすく見て取れる。サンドの小説 『アンドレ』で,侯 爵が

息子をののしる場面はその好例であろう。

「泣いて,や せて,死 んで しまえ。お前みたいなばか者には生きている

資格 もないわ。絶対に,私 の承諾が得 られると思うな。そうしたければ,

私が死ぬのを待てばいいさ,だ がそうはさせてやるものか,お 前に思い

通 りあんな女 と結婚させてやるなんて……。」2)

これは,自 分の思惑にそぐわない嫁候補を連れてきた息子に対する,父 の

発言である。強い憤 りを表す荒々しい言葉には,息 子に対する激 しい失望感
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と同時に,侯 爵という立場や権力を,自 分と同じように享受し拡大して欲 し

いという期待の深さが感じられる。っまり,父 は一方で,息 子に自らの持つ

すべてを譲 りたいという願いがありながら,同 時に,自 分に逆 らうことを許

さない,同 性のライヴァルのような側面を持っと言えるだろう。

さらに,19世 紀初頭のフランスが直面 していた政治 ・経済事情を考慮に

入れれば,事 は一層複雑だと言わざるをえない。 この時代のフランスは,革

命後の動乱 とナポレオン時代の戦乱を経て,ブ ルジョワの資本 と倫理とが支

配する近代社会へと変貌 しっっあった。革命によって王や貴族たちが社会の

頂点か ら追われ,ナ ポレオンのような,腕 力と機知で血なまぐさい世を渡る

ことのできる男たちが,一 旦は覇権を握 った。 しか しこれも長続きはせず,

皇帝の失脚と共に,彼 らの価値観はブルジョワたちのそれへと変革を迫 られ

たのである。先の論考において強調 したように,こ の 「理想の男性像」の劇

的な変化は,ひ とっの潮流がたちまちのうちに時代遅れとなることの証左で

あり,言 い換えれば,息 子にとっての父は,常 に失効 したモデルとして しか

機能 しない可能性を持っという意味である。

結果 として,息 子にとっての父親は,次 のふたっの役割のうちのどちらか

を果たすことになろう。 ひとっ目は,息 子の可能性を圧殺 してしまうほどの

強権的な存在である。 この種の父は,息 子の母を同時に抑圧する傾向が強い。

ふたっ目は,前 時代の遺物となり,自 らの弱体化をなし崩 し的に受け入れて

しまう存在である。彼 らは時代 に逆らおうとしないが,そ のことによって母

親の力を増強させ,息 子と母との関係を非常に緊密なまま保持させることに,

意図せず加担 してしまう。

息子にとっての母親

この時代のジェンダー規範 と性別による住み分 けの徹底具合を考慮に入れ

れば,息 子にとっての母親 は,社 会的な意味合いでのロール ・モデルにはな
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り得ない。ではどのような立場 と役割を担 うことになるのか,と いうことに

っいては,彼 らの姉妹との比較が非常に有効である。それにより,女 の子に

とっての母親と,男 の子にとっての母親の立場がいかに異なっていたかが明

確になるか らである。例として,バ ルザ ックの 『幻滅』に登場する兄妹に注

目してみよう。

地方都市アングレームに住む主人公一家は,息 子の リュシアンを中心に,

母 と妹の三人家族である。19歳 にして天才詩人と持ち上げられる リュシア

ンではあるが,彼 には自活できるような手段や,名 を上げるための力が持た

されていない。早 くに夫を失い未亡人となった母は,何 とか息子を一人前に
ヒ

しよ うと懸命 に働 いている。 また,妹 のエー ヴは,兄 とホモ ソー シ ャル的連

帯 でっ なが った親友 ダヴ ィッ ドと結婚 し,夫 婦 そろ って リュ シア ンに尽 くす

ことになる。パ リで の成功 を夢見 る リュシア ンは,自 分 の道 を突 き進んでい

るか に見え るが,そ れ を支 えてい るのはひとえに,母 と妹夫婦 が彼 に託す希

望 と献身 なので ある。

ここに,母 の息子 に対す る役割 の典型 を見 出す ことがで きるだろ う。 夫を

失 った妻 は,夫 婦 という束縛か ら解放 され たという意味合 いにおいては,あ

る種 の 自由を味わ うことは可能 であろ うが,生 活 を支え るために過酷 な現実

を生 きなければな らな い。 その過酷 さを脱す るための方法 は,夫 亡 き後,で

きるだけ速やか に息子 に栄光 が もた らされ る ことであ る。PascaleHustache

が言 うよ うに,「 このよ うな女性 は従 って,息 子 の幸福 しか求 めない」3)の で

ある。Hustacheは ま た,娘 に対 す る母親 の態度 について は 「母親 は何 よ りも

娘 の純潔 を守 るために監視 して いる。 なぜな らそれ は良縁 の たあの交換財 な

ので あるか ら」4)と述 べ る。 これを リュ シア ンの家庭 に当てはめれば,「 奉仕

を求め る息子」 に対 し,「 犠牲 をい とわ ない母」 と 「交換財 となる妹」5)と い

う図式 になるだ ろ うか。一家 にあ って,全 ての期待 を背負 う息子 と,そ れ を

支え る女 たちとい う力関係が,こ こに集約 されてい ると言 え るだ ろう。
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2.母 を取 り込む ・母に取 り込 まれる:息 子と母の癒着構造

父 ・母の機能を図式化す ると,同 性 としてモデルあるいはライヴァルとし

て存在する父 と,息 子に奉仕 し自己犠牲を払 う母という形が現れるが,小 説

作品の中にはこうしたモデルケースから逸脱する例が散見 され,読 者の関心

を引くことになる。サ ンドの作品の場合,す でに言及 したrア ンドレ』など

を代表として,父 親か らの機能の受け渡 しがうまくいかず,男 性性の獲得や

発揮に大きな難を示すケースが多 く観察される。この現象にっいて,別 稿に

おいては父親との関係か ら検討 したが,母 親との関係か ら問い直す時,そ こ

には新たに母親との 「癒着adh6rence」 構造とでもいうべきものを指摘す る

ことができるだろう。

ElisabethBadinterは 皿Dθ1"∂2η'"6〃20∫c〃1'ηθ(邦訳題 『XY一男とは何か』)

において,女 性(母)か ら産まれる子どもたちは元来母親と同化(癒 着)し

ているものであり,異 性である息子はそこから身を引き離 し,男 としてのア

イデンティティを確立 しなければな らないため,娘 の場合に比べてより大 き

な困難を経験すると指摘 している。

母親と,女 性であるということと,何 かしてもらうだけの受け身の赤ん

坊という状況に抵抗 しなければ,男 として存在することができない。自

分が男であると示すために,男 の子たちは三度にわたり,自 らを,そ し

て他人を納得させねばならない。それは,女 ではない,赤 ん坊ではない,

ホモセクシュアルではない,と いう三っの否定である。6)

この文脈からは,男 の子たちはその性を受けたことによって直ちに男にな

るのではなく,母 親の女性性を否定するという段階を経て,全 く異種のもの

である 「男性性」を獲得するという手順が読み取れる。当然のことながら,

ここで 「男性性」のモデルを示すのが父親の仕事 であり,も ともとあった
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「癒着」 の構造を妨 げ,息 子 を 自立 の方 向へ と促す ことになるのであ る。

母 を取 り込 む息子

しか し,こ の 「癒着」 か らの脱 出が常 に うまく果 たされ るとは限 らない。

『ア ン ドレ』 の主 人公 ア ン ドレは,幼 い頃 に母親 を失 ってい るに もかかわ ら

ず,あ るいはそれゆえ に,彼 女 か ら受 け継 いだ形質か ら脱却 する ことがで き

ない。彼の母親 につ いて の言及 は作品 中にわずか一箇所 しか ないが,こ こに

語 られ るわずかな情報が,実 は全編 を通 じてア ン ドレの生涯 に深 い刻 印を残

して いることがわか る。

ア ン ドレはおそ ら く,身 体が弱 くて若 くに亡 くな った母か ら,ど うして

も抑 える ことので きない憂 謬な気質や,陰 気で軟弱な無気力 さを受 け継

いでいたo(1望 η6か4,P.35)

こ こ に挙 げ られて い る 「身 体 が弱 いch6tif」,「 憂醒langueur」,「 無気 力

inertie」 と い った性質 は,そ の ままア ン ドレにあて はま り,そ の ことが父で

あ るモラン侯爵 を激怒 させ る。先 に挙 げた引用箇所 での侯爵 の叱責 は,こ の

よ うな息子 への苛立 ち と理解 す ること も可能 だろ う。

では,こ のよ うな父親 に対 し,ア ン ドレはどのように対応す るのか。彼 は

父 を極度に恐 れているが,作 品の冒頭 に紹介 され る侯爵 の生活信条 にっ いて,

「ア ン ドレ ・ド・モ ラ ン,伯 爵家 の一人息 子,は そんなふ うには考 え なか っ

た」(p.34)と 断 言 され るこ とか ら も,彼 が父 の在 り方 を全 く認 めてお らず

理解 しようとも して いない ことが 明白であ る。 アン ドレの反応 は,周 囲 を制

圧 しよ うとす る父への屈折 した形 の抵抗 と読む こともできるだ ろう。 しか し,

彼 はその抵抗を最 後 まで貫 くこと もで きない。町 の女工 ジュヌヴ ィエーヴに

恋 を し妊娠 させたたあに,父 の反対 には目 もくれず彼女 と結婚 したア ン ドレ
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で はあるが,食 いぶ ちを失 うと親元 に戻 って しま う。 その理 由 は,彼 に は

「役 に立 っ よ うな ことは何 もで きな い」(p.119)か らであ る。彼 の このよ う

な態度を理解す るには,Marie-C6cileRat-Cadarsの 議 論 が参考 にな るだ ろ う。

もし最 初の愛情 の対象 であ る母親 が もうお らず,父 親 が極端 に怖 か った

り,あ るいは極端 に不在 がちであ った りす る場 合,子 どもはナル シシス

ム(極 度の自己愛)を 自分の中に育て ることにな る。 このナル シシスム

は空想 によ って育 まれ,常 に現 実か ら逃避 す ることによ って成立 す るの

で,外 界 との正常 な関係 は犠牲 に されて しま う。 そのために,真 正の 自

己愛 的神経症 を発症 した り,さ らに は重 篤な精神 障害に限 りな く近づ く

こともあ る。7)

極 端 に強権 的な父親 は,息 子を支配 しようとす る。 息子の側で は敢然 と反

旗 を翻すっ もりも気力 もないが,か と言 って父親の期待 に沿 う気 も全 くない。

父を恐 れてい るよ うに見えなが ら,卑 屈 にな ることもしない彼の不可 解 な態

度 は,「 ナル シシスム」 を考慮 に入 れれば多少 はわか りやす くなるだろ う。

「自分 の世界 に閉 じこもることだ けを求 め る」(p.34)ア ン ドレは,狩 りに出

かけた として もそれはひ とりにな るための 口実で しかな く,彼 はそ こで ただ

ひたす ら自分の幻想 を もて あそぶ(p.38)。 現 実 か らの逃避 が彼 の世 界を確

立 し,周 囲 との関係 を うま く結 べない と して も,彼 個人 にとって それ は,必

ず しもダメー ジとはな らないのであ る。

その結 果 として彼 は,死 産 した妻 を助 けることがで きず,そ の まま死 なせ

て しま う。 ジュヌヴィエー ヴは臨終の床で,ア ンドレに言 う。

「あなたはユ リのよ うに 白く,心 はといえば薯の ように香 り豊かで,清

らかだわ。茎 のよ うに弱 くて,少 しで も風が吹 けば たわんだ り倒れ た り
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して しまう。多分,そ れだか ら私 はあなたを愛 したのね。なぜ って,あ

な たは私の大切な花 と同 じよ うに無 害で,無 意味で,そ れだか ら貴重 な

んです もの。」(p.176)

ジュ ヌヴィエー ヴが正 しく看 破す る 「弱 く 伽ble」,「 無 害でinoffbnsif」,

「無意 味inutile」 とい う性質 の羅 列 は,冒 頭で示 された母親か らの遺伝 を,

ア ン ドレが全 く乗 り越 えていない ことを示 している。母 の形質 を自 らに取 り

込 み,父 か らの影響 を一方 で過度 に被 りなが ら,一 方 で黙殺 する息子 は,ず

るず る とした自己愛 的空間 に潜 む。 おそ らく,そ の空 間か ら抜 け出す ための

唯一 の光明 であった ジュヌヴ ィエーヴを失 ったア ン ドレの物語 は,彼 にと っ

て究極 の現実逃避で あろう精神障害で幕 を閉 じるのである。

母 に取 り込 まれる息子

ア ン ドレが,す で に失 った母親の形 質を取 り込む ことで父親か ら過酷 な扱

い受 け,結 果 と して,ナ ル シシスムの果て まで落 ちて い く人物であ るとす る

と,『 ジ ャンヌ』 に登場 す るギ ョームは,父 親 を失 うことによ り,母 親 の価

値観 に取 り込 まれてい く青年 だ と言 え る。 アン ドレとギ ヨームの類似 につ い

てはすでに前稿 にて論 じたが,こ こで繰 り返 し指摘 してお きたいの は,彼 ら

の男性性 がス トレー トな形 で開花 する ことがな く,そ の屈折 の原 因が,多 く

は両親 との関係 に端 を発 しているよ うに描 かれてい る点 であ る。 ア ン ドレの

場合,亡 き母 と強権的 な父,と い う組み合 わせが命取 りにな ったのな ら,ギ

ヨームの場合 には,亡 き父 と自己の欲望 を転化す る母,の 影響 を強 く被 って

い ると言え る。

物語 の始 ま りで ギ ヨームは,「 勇敢 な若者 で,物 腰 はやや控えめで あ った

が心 根 は真摯だ った し,敬 度な母親に監視 されて育 った良家 の子弟 らしく聞

き分 けが良か った。 それに,20年 前 には20歳 の若者 な らみなそ うで あ った
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ように,夢 見がちな性質で あった」8)と紹介 され るが,こ こにすでに,将 来,

彼 の中 に生 じることになる葛 藤の萌芽を見 て取 ることが でき るだ ろう。「勇

敢な若者」で ある彼 は,ジ ャンヌ ・ダル クと共 に戦 いフラ ンスを解放 した ブ

サ ック将軍の,直 接の末商でなか ったに もかかわ らず,そ の騎士道的精神が

自 らの血管 に脈 々 と流 れてい ると信 じる青 年で ある(p.42)。 それ と同時 に,

「敬度 な母 親」 に干 渉を受 けなが ら育 った彼 は,心 優 しく誠実で,な によ り

「聞 き分 けが良い」 と評 されている。 また一 方で,1820年 頃 に20歳9)で あ っ

た青年 の多 くの例 にもれず,「 夢見 がちromanesque」 で もあるとい うの だ。

ナ ポ レオ ンの忠 実 な部下 であ った父親 を失 った ギ ョームは,「 若 きブサ ッ

ク男爵lejeunebarondeBoussac」(p.41)と して次 の時代 を切 り開 くことを

求め られてい る。 だが それ は,父 親 と同 じ方 法を以 って,と いうわ けで はな

い。 時代 は復古王政期 に設定 されてお り,ギ ヨームは状況 にあわせて家を支

えねばな らないのであ る。 そうで あれば,彼 に求 め られて いるの は,彼 が信

じて疑 わないような時代がか った騎士道的精神 などではない。平 た く言 えば,

ブル ジ ョワたち ともうま く折 り合 い,何 らかの名誉 ある職 を得 ることによっ

て領地 を運 営 してい くことで ある。 そのため には,経 済的 に も社会的 に も,

可 能 な限 り有 利な結婚 を模索す る必要 もあ るだ ろ う。 しか しギ ヨームには,

これ らの期 待 に応え る力が与え られて いな い。パ リでの勉強 を終 えて ブサ ッ

ク村 に戻 った彼 は,名 づ け子で ある羊飼 いの娘 ジャンヌの美 しさに打 たれて

恋 に落ち るが,彼 女の人生 を背負 うまでの覚悟 はない。彼 は 「陰気 にな り,

物 思いにふ けるよ うに」 なり,内 心 に嵐 を抱 え込む よ うになるが(p.164),

そ れ は彼女へ の情 愛 と欲望 を,「 献 身や勇気」 とい う崇高 な概 念へ と昇華 さ

せ ることがで きないか らで ある(p.207)。 ま た一方 で,彼 は ジャンヌを,単

な る性 的欲望 の対象 と割 り切 る こともで きない。 この,理 想 を追 いなが ら果

たせず,だ か らと言 って,理 想 とは敵対す る現実 に折 り合 うこともで きない

矛盾をは らんだあ り方 が,彼 に与 え られ た役割 だ と言 え るだろ う。
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ここで,ギ ヨームの,妹 マ リーと母 に対す る態度 の違 いを確認 し,彼 の こ

うした性質 の端緒 がど こにあ るかを考察 してみ よ う。

この若者 は,妹 と同 じく思 いや りに満 ちた本能の持 ち主だ ったが,母 の

弱点 も持ち合わせて いた。 マ リーとい ると,彼 は感情生活へ と心を燃え

立 たせた。兄 と妹は共 に,こ の上 な く徳高 く,こ の上 な く扇情的な小説

をむさぼ り読 んだのであ る。 だが,ブ サ ック夫人 とい ると,ギ ョームは

彼が生 きる社会 の権力 とい うもの,そ の社会 に全 く同意 している母が良

家 の子息の義務 と呼ぶ と ころのものを,思 い出すので あ った。(p.164)

妹 の マ リーは,ジ ャンヌが持っ純粋 な精神 と公平 な人類愛 とを いち早 く直

観 し,彼 女 の美 しさに心酔 してい る。 ギ ヨームが マ リー と共 有す るの は,こ

のよ うな 「思 いや りに満 ちた本能」 であ り,小 説 の中に何 か高 尚な ものを見

出す能力であ る。先 ほどの引用 に,ギ ヨームの性質 のひ とつ として 「夢見が

ちromanesque」 な ことが挙 げ られ ていたが,こ の く<romanesque》 と は もと も

と 《roman》(小 説)的 な もの とい う意 味で あ り 「空想 的 な ・荒唐無稽 な」

とい ったニュア ンスを含む。 しか し,こ の作 品においてマ リーが主導 し,ギ

ヨー ムもあ る程度 まで は追随 す る 《romanesque>>な あ り方 は,絵 空事 とい う

意味合 いを含んで はいない。 む しろ,あ りえないと思 われ るよ うな人間の善

性へ の信頼が,ジ ャンヌとい う姿 を持 って実現 されている と考 え られるので

ある。 しか しギ ヨームには,マ リーが示す ような純粋 さと公平 さ,ま た,そ

のよ うな ものを世 に実現 させ るための想像力 と意志が,中 途半端 な形で しか

備 わ っていない。彼 の残 りの部分 は,母 と共有す る 「弱 さ 魚iblesse」 に よっ

て侵食 されて いるのであ る。

この 「弱 さ」 の正体 を突 き止 め るには,作 品に登場 す るもうひとりの母親

シャルモワ夫人 を参照す る と良 いだろ う。夫人 はギ ョームの母 ブサ ック夫人
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と同様 に,帝 政時代 の 「お祭 り騒 ぎと贅沢三昧の中で青春時代を送 って」(p.

133)お り,そ の点 で は同 じ栄光 と挫折 とを味わ って いると言え る。 しか し,

シ ャルモワ夫人が皇帝 の失脚後,夫 が出世で きるよ う,ま た,娘 に良縁 を得

るため あれ これと策略 をめ ぐらす のに対 し,ブ サ ック夫人 の態度 は帝政期へ

のノスタル ジーと,表 面的 な寛大 さに留 まって いる。彼女 は ジャンヌの美 し

さと働 きを褒め るが,息 子の嫁 に しようなどとはか け らも思 って いない。だ

が一方 で,息 子の病の原因が ジャンヌへ の欲情で あると聞か され ても,彼 女

を追放す ることがで きない。 それを実践す るの はシャルモ ワ夫人 の方であ り,

娘 エル ヴィールを是 が非 で もギ ョームに嫁 がせたい彼女 は,卑 劣 な嘘をっ い

てまで,彼 の気持 ちを ジャ ンヌか ら引 き離 そ うとす る。 その ような行為 をブ

サ ック夫人 は 「ばかげてい る」,「卑 劣だ」 と非難 しなが らも,最 後 にはシャ

ルモワ夫人 の策略 に 「感謝 す る」(p.272)の で ある。

ブサ ック夫 人 は,善 良 で立 派 な人 で あ ったが,根 本 的 に性 格 の弱 さ

(faiblesse)と い う欠点 があ った。[_]ギ ヨームは母親 を,実 際の価 値以

上 に評価 して いた。彼 は彼女 の分別 のある語 り口や,気 品あふれ る物腰

をその まま真 に受 けていたのであ る。(p.137)

ギ ヨームが受 け継 ぐ 「弱 さ」 とは,こ の母 の持っ優柔不 断 さであ り,欺 隔

だ と言 え るだ ろう。ただ,責 め られるべ きは母親 の失態 で はな く,彼 女 のあ

り方 を無反 省 に受 け入れ,ジ ャンヌが どれ ほどひどい非難 を受 けて も 「私 は

母 を責 め ることはで きません!」(p.254)と,彼 女 を内面化 して しま ってい

るギ ヨームの ほうであ ろ う。息子が 「男」 になるためには,あ る時点 で 「母

親=原 始 の女」 を切 り離す必要が ある。 しか しギ ヨームは 「母 に取 り込 まれ

る」 とい う欺 隔を 自らに許す ことによ って,そ の作業 を先延 ば しにす る。 こ

の作品 において,母 の欺隔を軽 々と乗 り越え,別 の地平へ と堂 々 と踏 み出す
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のが,,む しろ娘のマ リーである点が,人 物造型を考える上で興味深いと言え

る。

3.母 の位置のずらし:癒 着からの脱却?

ここまでの考察か ら,母 の形質に一体化 したり,そ の価値観に積極的に取

り込まれて しまう息子たちには,男 としてのあり方を自ら設定す る手段が与

えられていないことがわかる。だが一方で,弱 体化 した過去の男性性モデル=

父親に助けを求めることも不可能な現状において,彼 らはどのように母親か

ら身を引き離 し,自 立 した新 しいタイプの男性性を実現できるのだろうか。

バダンテールも指摘するとおり,19世 紀半ばから劇的に進行する職住分離

の生活形態への移行は,家 族内における父親権力の相対的な低下と母子間の

癒着を促し,そ の深い一体感は不可避のものとなって行 く。であるならば,

ここで問題の立て方を微妙に変化させる必要があるだろう。「同性の親=父 」

を真似て(あ るいは戦 うことで),「異性の親=母 」から離脱するモデルを求

めるのではな く,「異性の親=母 」からの介入と親和性を前提とし,保 持 し

たままの 「男 らしさ」のモデルは可能か,と いう問いかけへのシフトである。

この問いに答えるたあの試みとして,サ ンドが1836年 に発表 した 『シモン』

に描かれる母=息 子関係を,ス タンダールの 『アルマンス』 と比較 して読み

解いてみたい。

『シモン』と 『アルマンス』/シ モンとオクターヴ

『シモン』 と 『アルマンス』には,主 人公の青年と母親との関係 という観

点から,多 くの類似点を指摘することができる。lo)だがもちろん,作 品の構

成そのものには大きな相違点 もあるため,分 析にあたり,そ の枠組みと相違 ・

類似それぞれにっいて重要な点を整理 しておきたい。

初めに,舞 台背景 となる場所 と時代の問題がある。 スタンダールが 『アル
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マンス』を書 きあげたのは1826年 秋頃と推定され,'D『 シモン』の執筆時期

とは10年 ほどの差があるが,こ の二作品は共に,1825年 のフランスを舞台

としている。 この年,『 シモ ン』の主要登場人物のひとりであるフジェール

伯爵と,「 アルマンス』の男性主人公オクターヴの両親マ リヴェール侯爵夫

妻が,フ ランス革命時に被 った失地の回復を果たしたことが,後 に若い世代

の主人公たちの運命に与えた影響を考慮に入れるなら,こ の時代設定は両作

品にとって決定的な役割を果たしているとも言えるだろう。

しか し,同 時に,両 者の間には違 いもある。それは,シ モ ンがフランス中

部マルシュ地方の寒村出身で,労 働者階級に属 しているのに対 し,オ クター

ヴは,現 在は貧困に苦 しめられているにしても,失 地を回復すればマリヴェー

ル侯爵を継 ぐ存在と位置づけられている点である。同 じ,革 命以前の貴族た

ちの失地回復(財 産補償indemnit6)と いうテーマが背景をなしてはいるが,

そのことによって彼らが受 ける影響には大きな差がある。オクターヴにとっ

てのそれは,彼 自身の職業選択や結婚に直結するものであるが,シ モンの場

合,こ のことによって亡命地イタリアか らの帰郷を果たすフジェール伯爵が

伴う娘 フィアマとの出会いという,あ る意味で間接的(で はあるが決定的)

な条件として機能 しているのである。

また,彼 らに与え られた社会階層に関する設定の違いにも注目しておく必

要があるだろう。小説 『シモン』/『 アルマンス』では共に,シ モン/オ ク

ターヴという男性主人公の出自と生い立ち,人 となりにっいての説明が,そ

の冒頭に配置されている。シモンは労働者であった父を早 くに亡 くしたが,

聖職者であった母の兄か らの影響や,彼 の知性と人柄を愛する同郷のパルケ

弁護士の引きなどもあって,パ リで法学を修める。1825年 に故郷のフジェー

ル村 に戻った彼は,パ ルケの下で弁護士 としてデビューすることになってい

るが,将 来に対 して強い焦燥を抱 く不安定な青年 として紹介 される。他方の

オクターヴは,革 命の後,不 遇をかこっマリヴェール家の長男であるが,彼
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自身は失地の回復に大きな期待を寄せているわけではない。冒頭で 「ようや

く二十歳というオクターヴは,エ コール ・ポリテクニック(理 工科学校)を

出たばかりだった」12)と紹介される彼は,知 性に富み,大 変見栄えの良い身

体を持ちながら,幼 い頃から病弱で 「何 も求めず,彼 にあっては何事 も,悲

しみや喜びの原因にならないようであった」(オ.,p.51)と される。 シモンと

オクターヴはほぼ同時期にパ リで勉学を修めていたことになるが,そ の出自

の違いは彼 らの運命を交差させることはないだろう。ただ,そ の焦燥感やあ

てどなさは,当 時のフランスにあって多 くの青年たちが共有 していたもので

あり,シ モンとオクターヴもまた,同 種の逡巡を生 きているとも言えるので

ある。

最後に,彼 らの物語の結末が正反対と言ってよいほどに異なっていること

を指摘 しておかねばな らない。シモンはフィアマか らの励ましもあり,弁 護

士 としての将来を自ら切り開 くことを決心 し,身 分の差を乗 り越えての結婚

を果たす。が,オ クターヴは愛するアルマ ンスと結婚はするが,性 的不能の

隠匿という状況に自ら耐え切れず,自 殺の結末を選ぶことになる。 この重大

な差異については,本 稿の最後で再度ふれることに したい。

息子と母が分かち合うもの

彼 らの母親との関係にっいては,大 きな差を指摘することができない。そ

の事実にっいて私たちが持っべきはおそらく,さ もありなんという感覚では

なく,環 境においてこれほどの差がありなが らも共通点を持ちうることへの

違和感の方であろう。寡婦 として,兄 からの遺産だけを頼りに息子シモンを

育てたジャンヌ ・フェリヌと,高 名な貴族の家 に生まれ,失 地を回復すれば

夫よりはるかに多 くを得ることのできるマ リヴェール伯爵夫人 とが,息 子に

対する態度において多数の共通点を持ち得るならば,そ こにはスタンダール

とサ ンドという作家が感得 した(お そ らく新 しい)母 親像のモデルを見出す
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ことになるからである。

では,息 子たちとの関係における彼女 らの共通点 とは何か。まずはその仲

の良さであり,相 互的な一体感である。 この関係性の特殊さは,『幻滅』に

おけるリュシアンとその母や 『ジャンヌ』におけるギョームとブサック夫人

などに比べることで,さ らに明確になるだろう。 この時代の作品に描かれる

青年たちの多くは,リ ュシアンのように,母 親に対 して愛情は持 っているに

しても,一 方的な献身を受けて当然だと振舞 うか,あ るいは逆にギョームの

ように,母 親の価値観の中に一方的に巻 き込まれて自らを失する。いずれに

しても,一 方的な感情を受け取 ってしまう点において同じ立ち位置にあるこ

とは間違いがなく,シ モンやオクターヴの母親 との関わりが,相 互的である

のとは様相を異にしている。その相互的な親近感を保証 しているものは,シ

モンにおいてもオクターヴにおいて も,息 子 と母に共通 した資質であり,受

け取ったものを母親に対 し,自 らの血肉とすることで報いようとする息子側

の努力である。そこには当然,母 に対する留保のない愛情があると同時に,

母のためではなく,自 分のために生きなければならないのだという自覚を認

めることもできる。

シモンは作品の冒頭で 「彼女が年をとってから産んだ最後の子は,身 体は

弱いが,彼 女と同 じように気高い知性に恵 まれていた」13)と,母親 との類似

点が強調される。また,そ の性質が長 じても変わらないことは,「22歳 の青

年にとっては,感 情こそが信条をなす ものであり,そ の信条とは情熱に外な

らない。 シモンは母の胸 に抱かれて,共 和主義の考えを学んだ(&,p.35)」

という表現からも明 らかであろう。 しか し彼は,そ の資質がどのように開花

するべきかについては,ま だ逡巡の時期にある。

彼は苦 しんでいたが,そ れは自分の無能さ(impuissance)を 嘆 く若者た

ちの多 くがするようなやり方ではない。偉大な魂が経験する苦悩に,た
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だ黙 って耐えていたのである。彼は,自 分の中に巨大なものが形をなす

のを感 じていた。 そのため,彼 の脆弱な若 さは,胸 の中でうめき声をあ

げるもうひとりの自分の重 さに,身 を屈 していたのだった。(&,p.35)

この表現か らすれば,シ モンは確かに弱い。 しかし,ア ンドレやギヨーム

が示す弱さとは,明 らかに性質が異な っている。彼 らが不毛さや無能さ

(impuissance)に 拘泥 し,そ こに自らのアイデンティティを発見 して しまう

のとは対照的に,シ モンはそこに未開発の原石を見出し,そ の発現を待っ存

在として描かれている。

作品冒頭におけるオクターヴの姿は,シ モンのそれ とよく似ている。彼 も

また,自 身の中で何かが うごめくのを感 じなが らも,そ れを行動に移す こと

に対 してはため らいと同時に諦めを感 じている。周囲か ら変人扱いされなが

らも,実 社会の生活より書物に関心を持っ息子にっいて,父 マリヴェール侯

爵は 「青年貴族たるものが本に熱中 しているのを,あ る種の恐怖心を持 って

ながめていた。父 はいっも何かがぶり返すのを恐れていて,そ れがオクター

ヴを一刻 も早 く結婚 させたいと望む理由のひとっだ った(んp.55)」 と描写

されるが,こ こに息子 と父親との間に横たわる決定的な溝が明らかである。.

過去の栄光を取 り戻そうとする父親と価値観を共有できない息子の姿はまさ

に,革 命後の社会にあってはモデルとなりえない父と新 しい世界を模索する

息子,と いう構図そのものであろう。

このようなオクターヴの様子を母も心配げにながめてはいるが,彼 らの間

には,父 親の場合とは全 く異なる種類の親近感が存在する。おかしな本を読

みすぎると非難する母親に対 し,「僕はあなたが薦めて くれた本を読んでい

るんですよ,お 母 さん。同時に,み なが良か らぬ本だというものも読んでは

いますが」(んp.57)と 応 じる。彼は自分の判断や好みを譲 ることはしない

が,同 時に母を否定することもない。 ことあるごとに母の部屋を訪れ,長 々
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と話 し込 んで い く息子 は 「僕 は何が あって もあなたとの約束 は守 ります よ」

(んp.55)と,ま るで親 しい恋人 のよ うに母 を扱 うのであ る。.

ふ た りの女(母 と妻)と ひ とりの男

人生の門出 にあって同 じよ うな逡 巡を示 す シモ ンや オクターヴに対 し,母

は共 に心 を悩 ませ,息 子の苦痛 をなん とか軽 減 させてや ろうとす る。 しか し

彼女 らにできるの は,父 親 に代わ って男 の仕事 を準備 してや ることではな く,

彼 らを 目の前 の現 実 に対応 で きるよ う仕 向 けてや ることだ けで ある。 そ う し

た状況 にあ る彼女 たちにっいて,最 も顕著 な類似点 と して注 目 したいのが,

「息子 の嫁(候 補)」 に対 す る態度 の描 かれ方 であ る。

シモ ンが恋 す る相手 は フジェール伯爵 の一人娘 フィアマで あり,母 に とっ

ては身分違 いの相手 とい うことにな る。 しか し,あ る事件を きっかけに二 人

は意気投 合 し,「 それか ら何 日も経 たない うち に,深 い愛情 と完全 な相互理

解 とが,ジ ャンヌとフ ィアマの問 に存在 して いた(8,p.73)」 と され る。一

方,オ クター ヴの相手 となるアルマ ンスは,身 寄 りがない とは言 え貴族 階級

に属 し,マ リヴ ェール侯爵 夫人 に とっては親 戚 の娘 のよ うな存在 であ る。

「彼女 こそは この世で た ったひ とり,息 子 が メラ ンコ リー に陥 るのを防 いで

くれ る(孟.,pp.135-136)」 と信 じる夫人 はアルマ ンスに,息 子の嫁 にな って

くれ るよ う頼 むので ある。 このよ うに立場 の差 はあ りなが ら,二 人 の母 は息

子たちに一歩先ん じる形で それぞれの嫁候補 と心 を通 わせ,彼 らの心 に平安

を もた らす ことを試 みるので ある。

ところで,フ ィアマとアルマ ンスの間 には,多 くの共通点 が存在す る。彼

女 らは共 に 「誇 り 負ert6」に 満 ちた人格 の持 ち主 であ り,女 性 的 とい うよ り

は,男 性 的 と描写 され る ことが多 い。 それ ゆえに,彼 女 らと同 じくらい誇 り

高 い人物 であ る シモ ンとオクターヴは,フ ィアマ とアルマ ンスにな らば 自分

の本心 を打 ち明 け られ ると感 じて いる。「どちらも男 のよ うで」「まるで二人

一17一



19世 紀 フランス小説に見る母と息子たち

の兄弟」 のよ うだ とい う 『シモ ン』の中の表現や(8,p.82),「 自分 にふ さわ

しい と思 われ るた ったひ とりの人間(オ.,p.84)」 と いうオク ター ヴの感慨 か

らも,そ の様 子 を うかがい知 る ことが で きるだ ろう。14)また,彼 女 らには近

親者か ら受 け継いだ財産が あり,独 立 した生計を営む ことがで きる点 で も共

通 してい る。 フィアマは母親か らの遺産 によ り 「性格 もそ うだが,財 産 の点

で も独立 してお り」成年 に達 して いる(8,p.68)。 ア ルマ ンスは身寄 りもな

く,物 語 の冒頭 ではたい した財産 も持 たない ことにな ってい るが,後 に遺産

を受 け取 ることになる。

彼女 らの性質 と描か れ方 の類似 は,母 親 と息子 の関係 の類似 を通 して見れ

ば,決 して偶然で はないことが わか る。 アルマ ンスと息子 の結婚 に必 ず しも

賛成で はなか った マ リヴェール侯爵が,妻 の兄 に向か って発 した次 のよ うな

言 葉か らも,そ の原因を推 し量 ることは可 能であ ろう。

補償金 はあなたの妹 の ものですか ら,私 は相変わ らずただの文無 しです。

この補償金 のおかげで,オ クター ヴの立身 を どうす るか って考え られ る

わけですが,あ なたの妹 は息子 よ りず っと,と 私 は思 うんですがね,ア

ルマ ンスとの結婚 を望 んでいます。 あの娘 も今 じゃ,金 持 ちです し。っ

まるところ,私 とすれ ば誠実 な人間 と して,た だ意見 を述べ るだ けの こ

とで,こ こで はもう,権 威 に物言わす なんて ことは出来ん わけですよ。

(オ.,p.245)

こ こに語 られてい ることは非 常に重要 であ り,そ れ は,息 子 に対す る親 の

立場 の変化 が,如 実 に表現 されて いるか らで ある。 マ リヴェール侯爵 は,

「権威 に物言わす 飴ireparlermonautoht6」 こ とな ど出来 ない,と 述 べて権威

者 の立場 を放棄 し,そ れをそ っくり妻 に投 げ渡 して しま ってい る。 父親の役

割が母へ と移譲 され る時,そ の性質 も同時 に変化 を被 る。男性 性を引 き継 ぐ
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ものか ら,女 性性 との親和 によ る新 たな男のあ り方へ。 アルマ ンス と結婚 し,

彼 女 と母 と両方 の望み を叶 え,さ らには自らの恋愛 も成就 したオクターヴを

待 っているのは,彼 を中心 に女ふ た りが寄 り添 った幸福 な三角関係 とで も言

えるだろ うか。 シモ ンとフ ィアマの場合 には,男 親か らの放棄 はないに して

も,彼 を支 える妻 と母 さ らには三者 を しっか りと結 びっ ける力 は同様 に存

在 して いる。

こう して 「男の子」 は,権 威 を放棄 した父親か ら解放 され ると同時 にモデ

ルを失 い,母 と妻が協同 して取 り組 む世界への参入を求あ られ る。 そこで可

能 な 「男 らしさ」が旧来型の もので なことは確実であ るが,で は,ど のよ う

な点 にお いて 「女」で はない 「男」が可能 なのか。それ は,母 親 の愛情 を決

して裏切 らず,彼 女が持っ フ ァンタスムをあ る程度 まで叶え ることで存在意

義を確保す ることであ り,さ らには,女 性か らの扶助を誇 りと共 に受 け入 れ

られ るあ り方であ ろう。 その点 は,サ ン ドが描 いた シモ ンとフ ィアマの方 に

よ り顕著 に現れてお り,独 立 した女性 と,彼 女を敬いなが ら共 に生 きる形 を

模索す る男性,と いう新 しいモデルを提供 してい る。その ことは同時 に,労

働者階層 に生 まれて も弁護士 になれ る新 しい社会や,男 女平等へ の期待 とい

う点にっなが って いると言え るだ ろ う。

AlainCorbinら に よ る三巻 本 の大 著 伽 ωかθ漉1α7か'1"6(『 男 らしさの歴

史 』)は,そ の二 巻 目を19世 紀 にあて,《Letriomphedelavirilit6>>(「 男 ら

しさの勝利」)の 副題 を付 してい る。革命以降 の ジェンダー規範 の徹底 や,

男 性 ホモ ソー シャル社 会 の称揚 とい う実 態を見れ ば,19世 紀 は確 か に 「男

らしさ」 を際立たせ た時代で あったと言 えるだ ろう。 しか し,ナ ポ レオ ン後

の男性 た ちは,腕 力 で はな く生殖能 力 の方 へ と価 値 を シフ トされ,Corbin

が 多 くの例を挙 げて強調す るよ うに 「性的 エネルギーを見せ っけ ることが必

要」15)にな った。 っ まり,男 性 同士が力 や勇気 を競 うことではな く,女 性 に
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対する性的能力の発揮の方が,よ り目に見える形での 「男 らしさ」 と評 され

たのである。

ここに,シ モンの幸福とオクターヴの自殺という,結 末の違いの原因を見

ることもできるだろう。オクターヴは,自 らが性的不能者であることに悩み,

結婚 しないつ もりだったのだが,母 親とアルマンスか らの働きかけで彼女を

諦めることができな くなって しまう。新婚旅行の後,貴 族としての義務を果

たすという口実にギ リシャへ向かった彼は,自 ら落命するように薬を飲む。

彼の性的問題にっいてはいろいろな解釈があるが,「 男 らしさ」の意味の変

化 とい う文脈に乗せて考えてみれば,「不能の夫」はこの後の世界では 「男

らしく」生 きていけないわけであり,終 わった時代の遺物 としての貴族の末

商は速やかに退場すべ しということであろう。

このような状況を,果 た して 「男 らしさの勝利」と呼べるのだろうか。 も

ちろん,フ ランスは普仏戦争を経て19世 紀末には近代的な軍隊組織を編成

し,力 を重視する新たなタイプの 「男 らしさ」を作り上げることになる。 し

かし,そ の前段階において,ブ ルジョワ社会の家庭生活者としての男性像が

模索 されていたことは,「男 らしさの勝利」というよりはむ しろ,女 性の間

で(あ るいは女性に対面する)男 性がどのようにありうるか,と いう問いか

けではなかったかと思われる。 この時代に描かれる多 くの男性たちが彼 らの

母に大 きな影響を受ける理由のひとっを,そ こに見出すことも可能だろう。

1)「 『男 らしさ』はどう描かれているか一 ジョル ジュ ・サ ンド『アンディヤ

ナ』を題材に一」(『外国文学研究』第28号,奈 良女子大学文学部外国

文学研究会,2009年,pp.39-62)や 「ヒーローになれない男たちの身体一

ジョル ジュ ・サンド 『アンディヤナ』か ら 『ジャンヌ』へ一」(奈 良女

子大学文学部 『研究教育年報』第7号,2010年,pp.49-60)な どを参照
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の こ と。

2)GeorgeSand,オ η∂拷,Editionsdel'Aurore,Meylan,1987,P.150.以 下,フ

ラ ン ス 語 の テ キ ス トか ら の 引 用 は 拙 訳 に よ る 。

3)PascaleHustache,1)θ3伽3漉 ノ乙脚醒θ∫一∂珈51θro溜oη 、ρgρ〃1αかε θηF泌oηoθ

θ∫θη加g1θ ∫εrrθα〃XZX83'2c1θ,EditionsDittmar,2009,p.140.

4)1ゐ'6乳,p.139.

5)エ ー ヴ は,リ ュ シ ア ン と ダ ヴ ィ ッ ドと を 強 く結 び っ け る 役 割 を 果 た す 。

男 二 人 の 間 で や り と り さ れ る 姉/妹 と い う 構 図 は,セ ジ ウ ィ ッ ク が 『男

た ち の 絆 』 に お い て,「 ホ モ ソ ー シ ャ ル 」 関 係 の 象 徴 的 な 在 り方 と して

強 調 し て い る と こ ろ で あ る。

6)ElisabethBadinter,Xy-Dθ 乃漉 η'∫彪 〃2α∫6〃1'ηθ,EditionsOdileJacob,1992,

P.51.

7)Marie-C6cileRat-Cadars,<<S6ductionsartificiellesetdescentesauxenfbrs:

itin6rairescrois6sdequelquespersonnagesnaturalistes>>inLα56ぬc∫'oη 一

Do砂 〃oη'3脚ε∫ θ〃胆ρ4εη5θ'1'〃670∫ 〃アθ3伽 θ刑gθη'θ3(Actesdus6minairede

li賃6ra加recompar6e,Equipeli賃6ratureethe㎜6neutique,Universit6de

ToulouseH),textesr6unisparAndr6Mansau,Eur6dit,2010,p.132。

8)GeorgeSand,ノ 勿 ηηθ,EditionsGl6nat,Grenoble,1993,p.42.

9)本 作 品 は,1840年 代 か ら 過 去 を 物 語 る と い う ス タ イ ル を 持 っ て い る 。

物 語 の 舞 台 は1820年 代 に 設 定 さ れ て い る の で,語 り の 現 在 か ら 見 る と

20年 前 に な る。

10)サ ン ド と ス タ ン ダ ー ル の 作 品 に お け る 母 親 の 役 割 と そ の 重 要 性 に っ い て

は,Ma琢lineLukacher,ル 血 ∫θrηα1F'c"oη5一 ε'θ〃励 謡3α 〃4Rαo乃'1鹿oη4

βo,α'11θ,DukeUniversitypress,1994な ど を 参 照 。

11)『 ア ル マ ン ス 』 は,ス タ ン ダ ー ル が 初 め て 取 り組 ん だ 長 編 小 説 。 オ リ ジ

ナ ル 版 に は タ イ トル と し て ル 脚 ηcθo〃g〃 θ1g〃θ83c∂〃θ54'ω>5ZLO蝉DE
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P4R∬ 盈>1827と 掲 げ ら れ て い る が,執 筆 時 期 は 書 簡 の 内 容 な ど か ら,

1825年 か ら翌 年 に か け て と推 定 さ れ て い る。

12)Stendhal,/望r切 αηcθ,GF-Flammarion,Editionpr6sent6e,6tablieetannot6e

parJean-JacquesLabia,1994,p.51.以 下,こ の 作 品 は オ.と 略 記 し,ペ ー

ジ数 の み を 示 す 。

13)GeorgeSand,3'〃20η,Editionsdel'Aurore,Texte6tabli,pr6sent6etamot6

parMicheleHecquet,Grenoble,1991,p.29.以 下,こ の 作 品 は £ と 略 記

し,ペ ー ジ 数 の み を 示 す 。

14)女 性 二 人 が 男 性 的 と さ れ る の と対 照 的 に,男 性 二 人 は 病 身 な と こ ろ や 気

持 ち の 弱 さ,美 貌 な ど か ら女 性 的 と描 写 さ れ る 。

15)珈'o'rθ 飽1α 碗r∫1"6,tomeH,《LetriomphedeIavirilit6,1eXIXesiさcle>>,

sousladirectiond'AlainCorbin,Jean-JacquesCourtineetGeorgesVigarello,

Seuil,2011,p.125.
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